
  

第６３ 回 道徳教育研究
【広島会場】 

道徳教育の充実をめざして 

「育てよう子どもの心、高めよう教師の心」 

 
～ テーマ ～ 

 

主催 公益財団法人モラロジー道徳教育財団 

運営 広島県モラロジー協議会 

後援 文部科学省 
（申請中） 

広島県教育委員会・広島市教育委員会 

広島県公立中学校長会・広島県連合小学校長会・中国新聞社 

 

 

講義「教師の人間力の向上をめざして」 大多和 聡宏講師 

・教師の品性向上が大切だということは常に感じていました。先生のお話は、大変興味深く聞くことができた。

道徳教育は、教師の人間性が特に顕著に表れると思います。教師の日頃の行い、心づかいなどが、子どもたちに

与える感化力というのは大きいと思います。それを意識しながら教育にあたっていきたいと思いました。 

・道徳教育は、目の前の子どもの実体に合わせて行うことが大切だと思っています。「子どもを知る」ということ

の一つとして現代の子どもたちの現状を把握することも大切だと思いました。効果的な道徳教育には、教師の人

間力の向上が必要で、道徳の授業に限らず教師という職務を自覚し、日々子どもと接しないといけないと改めて

感じた。 

実践発表 広島市立石内北小学校 『石内北「和(WA)？(HA) 話(HA)」の取組』 

・学校全体として同じ意識を持って道徳教育を行っていることは本当に理想の形だと感心しました。そこまで辿

り着くには日々の積み重ね、努力等多くの時間と労力があったと思います。普段の授業の中でも友達の話を傾聴

する姿の指導をし、それを育てていくことは、道徳の授業のみならず、人として生きていく上での力として大い

に活かされていくだろうと思いました。 

・学校全体で教師と子どもも同じベクトルで継続して取り組んでいくことが大切だと感じた。みんなで本音で話

せる集団づくりは道徳科以外でも大切で、このような集団ができると子どもたちは安心して学校生活をおくれる

し、まさに平和の「和」だなと感じた。 

・とても分かりやすく、すてきな発表でした。親しみやすい発表の工夫がさすが小学校、そして道徳教育を本気

で実践された学校だと思いました。練り合うつなぎ言葉、発問などを見習っていきたいと思いました。 

講義「道徳科の特質を生かした学習指導の推進・充実」 堀田 竜次講師 

・特に終末の「自分の生き方を大切にしないとならない」というお話が心に残りました。いつも終末がおろそか

になっていたので、発問をよく練り、絞って生徒自身がしっかり考えたり、対話を通じてより深く思いをめぐら

すことができるようにしたいと思いました。 

・発問だけでなく、傾聴、手立て、配慮など、たくさん大切なことがあると分かりました。自己を見つめ、多面

的、多角的に考える、自己を深く見つめることを大切にして「考え、議論する道徳」をしていけるようにしたいと

思いました。 

 

第 62 回道徳教育研究会 アンケート結果 

参加者の声 

道徳の本質に基づく道徳科の質的向上と授業構想 講義Ⅱ，Ⅲ 
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十文字学園女子大学 教育人文学部 児童教育学科 教授 

前 文部科学省 教科調査官(道徳教育)  

文部科学省優秀教員表彰 受賞 
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令和８年 

８月１９日 （水） 12 時 30 分 開会 

受付開始 12時 00分 終了予定 16時 30分 

コジマホールディングス 

西区民文化センター 3階大会議室 

詳細は 

裏面へ 

教師のあり方 －道徳教育を通して－ 講義Ⅰ                  

 

鍵山
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 智子
ともこ
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公財）モラロジー道徳教育財団 学校教育アドバイザー 

麗澤大学教職センター客員教授歴任 

前 千葉県公立小学校校長  

 

実践発表  熊野町立熊野第二小学校 

 



 

第６３回道徳教育研究会 FAX 参加申込書 

ふりがな 該当する年齢に☑を付けて下さい 過去の参加回数 

氏 名 □20歳代 □30歳代 □40歳代 

□50歳代 □60歳代 □70歳以上 

□ 初めて 

□ 2回目以上 

学校名・勤務先 職 位・役 職 

日中連絡の取れる電話番号（携帯電話） 

 

FAX番号又はメールアドレス 

領収書の宛名 必要なものに☑してください。 

□学校名  □氏名  

 □その他（                                                    ） 

備考欄 

※記入いただいた個人情報は本行事に関する目的にのみ使用いたします。 

 

12：00 (30) 受付開始 

12：30 (15) 開会式 

12：45 (50) 講義Ⅰ ／ 鍵山 智子 

  『教師のあり方 －道徳教育を通して－』 

13：35 (10) 休憩 

13：45 (20) 実践発表 ／ 熊野町立熊野第二小学校 

14：05 (10) 質疑応答（実践発表に対して） 

14：15 (15) 休憩 

14：30 (45) 講義Ⅱ ／ 浅見 哲也 

  『道徳の本質に基づく道徳科の質的向上と授業構想①』 

15：15 (10) 休憩 

15：25 (45) 講義Ⅲ ／ 浅見 哲也 

  『道徳の本質に基づく道徳科の質的向上と授業構想②』 

16：10 (10) 質疑応答（講義に対して） 

16：20 (5) アンケート記入 

16：25 (5) 閉会式  

※日程は予告なく変更する場合がありますのであらかじめご了承ください 

第 63 回道徳教育研究会（広島会場）開催要項 

日 時  令和 8年 8月 19日（水）  

受付 12時 00分／開会 12時 30分／終了 16時 30分 

開 催 場 所  コジマホールディングス西区民文化センター 

（広島県広島市西区横川新町６−１） 

定 員  ８０名  

※定員になり次第お申し込みを締め切らせていただきます。 

参加申込方法  ① ネット申込：右の QR コードよりお申込み 

  ② FAX 申込：下記の申込書を当協議会へ FAX 

  ※キャンセルのご連絡は 8/１６までにお願いいたします。 

参 加 費  2,000円（参加費・資料代込）当日会場にて受付いたします。 

お 問 合 せ  広島県モラロジー協議会  

TEL：082-291-0025 FAX：082-299-0605  

Email：kkhiroshima1034@gmail.com 

申 込 締 切  令和 8年 8月３日（月） 

 

ご 案 内 

 道徳教育研究会は、モラロジーが提唱している知徳一体の教育理念に基づいて道徳教

育の充実と教師の資質の向上に資することを目的として、昭和３８年に開始しました。 

 今年度の道徳教育研究会は、①知徳一体の教育をめざす ②教師自身がよい生き方をめ

ざし、教師自ら「思いやりの心」を学び育てる ③道徳教育を通して、学校教育の課題に

応える ことを目的としています。広島会場では「道徳教育の充実をめざして」という全

国共通テーマの下、「育てよう子どもの心、高めよう教師の心」をサブテーマに開催いた

します。ぜひ、当研究会にご参加いただきますようご案内申し上げます。 

広島県モラロジー協議会 会 長 宮本 伊知郎 

日程表 令和 8 年８月 19 日 (水) 

 

 

 

FAX送信先 ０８２‐２９９‐０６０５  

広島県モラロジー協議会 


